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IVi 人

経
理
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
場
合
、
仕
訳

を
入
力
す
れ
ば
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
集
計
出

来
る
反
面、

誤
っ

た
箇
所
を
見
付
け
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
誤
っ

た
処
理
を
し
な
い
た
め
の
注
意
点
を
含
め

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
所

属
の
税
理
士
が
担
当
さ
れ
、
日
頃
会
計
処

理
で
迷

っ
た
乙
と
や
疑
問
点
の
質
問
が
気

軽
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第

8
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

延
べ
参
加
数

6
月

2
日
か
ら

7
月
昨
日

(7
回
)

49 
名

修
了
者
名
簿

(
7
名

大
久
保
実
千
代

野

村

雄

一

大

奇

雄

一

郎

鈴

江

裕

美

子

中

島

孝

鈴

木

貴

子

高

橋

洋

子

敬
称
略
)

大
久
保
電
機

(株
)

カ
ド
ヤ

(株
)

(有
)
亀
屋
水
産

(有
)
寿
興
業

(有
)
チ
ー
ム・

ナ
カ
ジ
マ

(資
)
ハ
ン
ド
|

(有
)
ミ
サ
ト
設
備

-
受
講
者
の
声
・

0
わ
か
り
易
く
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
仕
訳

の
入
力
漏
れ
を
起
さ
な
い
た
め
の
チ
ェ

ッ
ク
の

仕
方
と
、
決
算
書
の
数
字
の
意
昧
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
(初
回
)

O
ス
ク
リ
ー
ン
が
見
に
く
い
。
(2
回
目
)

O
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

口
l
計
算
書
に
つ
い
て
、
も
っ

と
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
(6
回
目
)

O
色
々
な
事
例
で
説
明
し
て
頂
け
た
の
が
わ
か

り
易
く
面
白
く
感
じ
ま
し
た
。
経
営
分
析
で
、
銀

行
側
の
見
方
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
(最
終
回
)

パソコンを使った簿記講習会の様子。

パソコン簿記・白石先生。

申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

し 法
ま人 5
し税月

セT26 
豆 日
ー 、
の法
書 人
き会
方 事
説務
明 局
会 に
をお
実 い
施 て

8 3 

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、

決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社

(自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。参

加
さ
れ
る
方
に
は
、

2
回
あ
る
い
は

3
回
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
、

毎
回
参
加

を
心
が
け
て
い
る
会
員
さ
ん
も
い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。

O N 報A. 
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取
材
日
記
刀

ω
ユ∞

「
町
田
最
高
峰

草
戸
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

〈
歩
い

て
わ
か
る
新
発
見
〉
も
日
回
目

を
迎
え
、
毎
回
歩
い
て
み
て
初
め
て
知
る

新
発
見
に
感
動
と
驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
取
材
は
大
地
沢
か
ら
町
田
で

一
番

高
い
山
草
戸
山
(
抑

m)
へ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
l
ス
で
し
た
。

地
元
相
原
の
田
中
栄
さ
ん
、
青
木
幸
雄

さ
ん
両
ご
夫
妻
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
ず

は
青
木
邸
に
て
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
す

っ
か
り
落
ち
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

重
い
腰
を
上
げ
相
原
の
詩
人
「
八
木
重
吉

記
念
館
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
青
木
さ
ん

が
連
絡
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
甥
の

館
長
で
あ
る
八
木
藤
雄
さ
ん
に
館
内
を
丁

寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
重
吉
の
遺

稿
・
詩
集
・手
紙
等
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
、

素
朴
で
や
わ
ら
か
な
詩
に
触
れ
感
動
し
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

介」ん々C長館て舘
『

H
U

士
口重木

ポ
ツ
ポ
ツ
と
降
り
出
し
た
雨
の
中
、
館

長
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
車
が
大
地
沢
の
駐

車
場
に
つ
い
た
頃
に
は
雨
が
だ
い
ぶ
降
っ

て
き
て
、
誰

一
人
動
乙
う
と
し
な
い
と
こ

ろ
へ
「
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
歩
こ
う

よ
」
の
戸
で
傘
を
片
手
に
木
道
を
歩
き
始

め
ま
し
た
。
6
月
に
は
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛

び
交
う
と
の
乙
と
で
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の

音
や
名
残
の
紫
陽
花
に
皆
詩
人
に
な

っ
た

感
じ
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

日
分
位
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

ロ
ッ
ジ
や
テ
ン
ト
、
野
外
炊
事
場
に
は
若

い
人
達
の
元
気
で
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が

• 22 

雨
の
中
響
い
て
い
ま
し
た
。
山
の
中
へ
進

ん
で
い
く
と
境
川
の
源
流
地
で
す
。
清
水

が
湧
き
出
て
い
て
子
を
入
れ
る
と
ひ
ん
や

り
と
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
登
山
口
よ
り
急
な
山
道
で、

雨
の
中
草
戸
山
目
指
し
て
片
手
に
傘
を
持

ち
足
元
を
気
に
し
な
が
ら
し
ば
ら
く
登
っ

て
行
き
ま
し
た
。
草
戸
峠
に
着
く
頃
に
は

雨
も
上
が
り
、
ガ
ス
が
か
か
っ
た
高
尾
山

が
見
え
神
秘
的
で
感
動
的
な
自
然
と
の
出

会
い
は
最
高
の
気
分
で
し
た
。
そ
の
後
少

し
な
だ
ら
か
な

道
を
歩
き
始
め

る
と
、
左
手
に

大
き
な
虹
の
ア

ー
チ
が
「
も
う

す
ぐ
頂
上
で
す

よ
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
掛
か

っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
疲
れ

も
吹
っ
飛
ん
で

し
ま
う
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
虹

o . 8 3 N 報A. Zコz人法
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虹に見とれてホッと一息。

を
見
て
、
心
が
和
む
瞬
間
で
し
た
。

急
な
登
り
坂
や
段
差
の
き
つ
い
階
段
な

ど
あ
り
ま
し
た
が
、
城
山
湖
が

一
望
で
き

る
草
戸
山
(
松
見
平
休
憩
所
)
に
到
着
。
み

ん
な
雨
と
汗
で
び
し
ょ
び
し
ょ
で
し
た
が
、

と
て
も
す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
の
素
晴
ら
し

い
景
色
と
の
出
会
い、

感
動
。
今
回
の
ハ

イ
キ
ン
グ
も
本
当
に
歩
い
て
み
て
初
め
て

わ
か
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。(吉
田

栄
)

つらし、上り坂。

町

立看板デザイン変更し取り替え実施
法人会の入会案内のための立看板は、平成9年春に設置し、既に7

年余りが経過したため、汚損・破損等が散見されるようになりました。

このため、新たに作成し全面的に取替えることになりました。

新しい立看板のサイズは、従来と同じ支柱80センチを含む全長2

メートルの三角型両面表示のシンプルなものです。

この看板は、既に大部分が設置済で20地区会にそれぞれ5本づっ

合計100本配布され近い内に全て設置されることになっています。

今後の会員増強友ぴ法人会の知名度向上に大きな効果があるもの

と期待しています。

3 8 O N 報.6. 
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税
務
署
命

お
知
ら
せ

文
書
回
答
手
続
の
対
象
と
な
る
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た

。
文
書
回
答
手
続
は
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の

一

環
と
し
て
、
取
引
等
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い

に
関
す
る
照
会
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
の
下

に
、
文
書
に
よ
り
回
答
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

内
容
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
の
皆

様
の
税
法
の
適
用
等
に
関
す
る
予
測
可
能
性

の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
文
書
回
答
手
続
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
文
書
回
答
手
続
の
具

体
的
な
内
容
を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、

国
税
庁
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
官
喜
一
¥
¥
者
巧
巧
・ロ
S
・
習
を

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
文
書
回
答
手
続
の
対
象
範
囲
が
広
が
り

ま
し
た
。

と
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ
た
「
特
定
の
納
税

者
の
個
別
事
情
に
係
る
取
引
等
に
関
す
る
事

前
照
会
」
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
要
件
に
該
当

し
な
い
限
り
、
文
書
回
答
手
続
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

つ
』
同
業
者
団
体
等
か
ら
の
照
会
に
対
す
る

文
書
回
答
手
続
を
別
途
定
め
ま
し
た
。

傘
下
の
構
成
事
業
者
に
共
通
す
る
取
引
等

に
関
す
る
税
法
上
の

一
般
的
な
取
扱
い
に
つ

い
て
、
同
業
者
団
体
等
(
同

一
の
業
種
・
業
態

の
事
業
者
の
方
で
構
成
さ
れ
る
団
体
)
が
照
会

を
さ
れ
る
場
合
に
、

一
定
の
要
件
の
下
に
、

一

般
的
な
内
容
の
文
書
回
答
を
行
う
と
い
う
手

続
を
定
め
ま
し
た
。

qu
受
付
の
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(1
)
照
会
者
が
自
ら
実
際
に
行
う
(
文
は
行

っ
た
)
取
引
等
に
関
し
て
照
会
を
さ
れ
る
場
合

↓
照
会
者
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

(
注
)
次
の
場
合
に
は
、
受
付
窓
l
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
国
税
局
所
管
法
人
が
行
う
照
会
↓
所
轄
国

税
局
の
調
査
審
理
課
(
調
査
管
理
謀
、
調
査
課
)

②
酒
税
の
照
会
↓
製
造
場
等
の
所
轄
税
務
署

文
は
所
轄
国
税
局
の
酒
税
諜

③
間
接
諸
税
(
印
紙
税
を
除
き
ま
す
。
)
の
照

会
↓
製
造
場
等
の
所
轄
国
税
局
の
消
費
税
課

(
2
)
同
業
者
団
体
等
が
、
傘
下
の
構
成
事
業

者
に
共
通
す
る
取
引
等
に
関
し
て
照
会
を
さ

れ
る
場
合
↓
同
業
者
団
体
等
の
主
た
る
事
業

所
を
所
轄
す
る
国
税
局
の
審
理
課
等

4
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(1
)
文
書
回
答
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
照

会
者
名
、
照
会
内
容
及
び
回
答
内
容
が
公
表
さ

れ
ま
す
。

(
2
)
文
書
回
答
手
続
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
対
象
と
な
る
照
会
の
範
囲
や
提
出
が
必
要

と
な
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ご
照
会
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

文
書
回
答
が
行
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ど
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

(
国
税
庁
)

• 24 o . 8 3 N 報..6.. Z玄人j去田町



平
成
句
年
度
の
貸
し
出
し
は

2
，7
2
2本

0
0
 

前
年
に
比
べ

1
%の
増
加

東
法
連
研
修
用
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

東
法
連
で
は
、
無
料
で
会
員
に
貸
出
し
て
い

る
研
修
用
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

平
成
百
年
度
の
貸
し
出
し
状
況
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
合
計
本
数
は

2
7
2
2
本
、
前
年
度

4

l

n

o

 

と
比
べ
る
と
川
本
、

7
L
%
増
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
は
、
四
タ
イ
ト
ル
、
全
抑
本
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

領フ
3ミリ
ス l
ト」

iid 

-
位
・
よ
く
わ
か
る
資
金
繰
り
(
①
j
②
)

資
金
表
の
作
り
方
・
見
方
、
資
金
調
達
方
法

の
選
定
基
準
、
借
り
入
れ
、
リ
ー
ス
の
特
徴
な

ど
を
紹
介
。

2
位
・
会
社
決
算
の
基
礎
知
識
(
①
j
②
)

会
社
決
算
の
意
義
、
仕
組
み
、
手
続
き
等
を

紹
介
。
そ
の
実
務
の
進
め
方
も
解
説
。

3
位
・
よ
く
わ
か
る
会
社
経
理
(
①

i
②
)

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
経

理
の
仕
組
み
と
そ
の
業
務
の
流
れ
を
解
説
。

4
位
・
だ
れ
に
も
わ
か
る
簿
記
の
仕
組
み
(
①
i
②

日
商
簿
記
3
級
程
度
の
力
が
つ
く
よ
う
に
、

日
常
仕
訳
か
ら
転
記
、
決
算
時
特
有
の
仕
訳
、

財
務
諸
表
の
作
り
か
た
等
を
や
さ
し
く
説
明
。

5
位
・
法
人
税
の
仕
組
み
と
申
告
実
務
(
①
1
②
)

法
人
税
法
に
お
け
る
「
別
表

4
」
「
別
表

5
」

の
作
成
を
中
心
に
、
申
告
書
の
書
き
方
を
具
体

h
H
Z

』
刀
件
M
見
O

A
H
H
f
b
a位
九
一
一
-
一
同

6
位
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

l
計
算
書
の
作
り

方
(
①

i
②
)

日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
実
務
指
針
に
沿

ぃ
、
計
算
書
の
仕
組
み
と
作
り
方
を
解
説
。

7
位
・
よ
く
わ
か
る
税
効
果
会
計
(
①
j
②
)

2
0
0
0
年
3
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る

税
効
果
会
計
の
仕
組
み
ゃ
実
務
を
経
営
者
向

け
に
解
説
。

8
位
・
仕
事
の
原
点

も
う
一
度
、
自
分
の

仕
事
姿
勢
を
振
り
返
る
!
(
①
j
⑤
)

各
界
で
活
躍
す
る
人
の
姿
や
考
え
方
を
映

像
で
紹
介
。
そ
こ
か
ら
も
う
一
度
自
分
の
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
を
見
つ
め
直
す
。

8 3 

9
位
・
島
田
紳
助
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
や
1

タ
レ
ン
ト
の
島
田
紳
助
さ
ん
が
、
「
紳
助
流

o 

生
き
方
の
極
意
」
を
新
社
会
人
に
語
る
。

N 

叩
位
・
だ
れ
に
も
わ
か
る
手
形
の
実
務

報.6‘ 

"" 

(①

i
②
)
 

人

取
引
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
手
形
の
実
務
を
解

法

説
。
ま
た
、
よ
く
起
こ
る
問
題
点
と
そ
の
対
策

回

を
紹
介

町25・



ト
ピ
ッ
ク
ス

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
紹
介

「
自
分
を
活
か
す
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

①

1
⑤
巻

①
思
い
を
形
に
す
る

目
指
す
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
人

(
例
)
親
が
子
に
持
っ
て
い
な
い
物
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
以
外
の
事
を
さ

せ
る
(
ス
ポ
ー
ツ
、
習
い
事
)

②
自
分
な
ら
で
は
の
仕
事
を
生
む

自
分
を
育
て
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

-
自
分
の
特
徴
を
多
く
持
つ

-
ど
ん
な
時
で
も
人
の
せ
い
に
し
な
い

-
貴
方
が
い
る
か
ら
こ
の
仕
事
が
活
き
る

-
自
分
を
知
る
こ
と
、
活
か
す
こ
と

③
自
分
の
領
域
を
拡
げ
る

-
上
手
に
仕
事
と
付
き
合
う
人

④
夢
を
仕
事
に
す
る

-
モ
ザ
イ
ク
会
社

⑤
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
よ
う

-
人
脈
の
中
の
履
歴

-
節
目
節
目
で
自
分
を
振
り
返
る

ひ
と
つ
ひ
と
つ
自
分
の
会
社
に
重
ね
て
み

る
と
、
従
業
員
教
育
よ
り
経
営
者
自
身
が
勉
強

し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

(宮

和
子
)

①

g
o
E
M
0
0
0講
座

操
作
②
要
。
『
a
M
8
0講
座

よ
り
高
度
な
編
集
機
能

①

g
o
E
の
基
本

③

表

の

作

成

と

自
己
流
で
そ
れ
な
り
に
使
い
こ
な
し
て
い

る
つ
も
り
だ
っ
た
さ
o
E
の
基
本
的
な
技
術
を

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
、
ま
さ
に
"
目
か
ら
ウ

口
コ
“

で
す
。
例
え
ば
、
第
一
巻
で
は
一
度
変

換
し
た
熟
語
を
も
う
一
度
変
換
す
る

"
再
変

換
“
の
や
り
か
た
や
、
第
三
巻
で
は
〈
〈

oa文

章
の
中
に
表
を
作
成
し
た
り
、
今
ま
で
暖
昧
だ

っ
た

"
イ
ン
デ
ン
ト
“

の
基
礎
知
識
な
ど
を

ビ
デ
オ
上
で
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
〈
〈
O
E
の
初
心
者

か
ら
"
達
人
“
ま
で
、
お
勧
め
の
タ
イ
ト
ル
で

す。快
適
職
場
・
健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ

②
腰
痛
・
肩
こ
り
・
頭
痛

短
い
内
容
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
で
で

• 26 

き
る
腰
痛
・
肩
こ
り
の
予
防
や
緩
和
に
効
果
の

3 8 

あ
る
簡
単
な
体
操
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
腰
痛

肩
こ
り
に
悩
ん
で
い
る
会
員
の
方
、
必
見
で
す
。

o N 

試
し
て
い
ま
す
。

か
く
言
う
、
私
も
腰
痛
が
持
病
で
、
早
速
毎
日

報

経
理
・
財
務
・
税
務

「
よ
く
わ
か
る
資
金
繰
り
」

①
資
金
繰
り
の
基
本
(
泊
分
)
・

②
資
金
を
ど
う
調
達
す
る
か
(
四
分
)

「
誰
に
も
わ
か
る
手
形
の
実
務
」

①
基
本
編
振
出
か
ら
支
払
ま
で
(
釦
分
)

②
実
際
繍
取
引
の
実
際
と
不
渡
り
手
形
(
加
分
)

「
よ
く
わ
か
る
会
社
経
理
」

①
日
常
業
務
の
流
れ
(
羽
分
)
・

②
決
算
時
業
務
の
流
れ
(
叩
分
)

aι 

"" 

(
三
橋
)

人法回

A
'
0
3
0
1
 

A
'
0
3
0
2
 

町

A
門

l
n
U
凋
斗

n
U
4
1

A
0
4
0
2
 

A
I
O
R
U
G
-

A
門

n
U
R
d
n
u
n
ζ

「
会
社
決
算
の
基
礎
知
識
」

①
決
算
の
し
く
み
と
手
続
き
(
却
分
)
A
1
0
7
0
1

②
決
算
実
務
の
進
め
方
(
担
分
)
-
-
J
A
t
o
7
0
2

「
よ
く
わ
か
る
税
効
果
会
計
」

①
税
効
果
会
計
の
基
礎
知
識
(
自
分
)
A
1
1
0
1

②
税
効
果
会
計
の
実
際
(
自
分
)
e
j
-
A
h
-
-
0
2

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
の
作
り
方
」

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
|
計
算
書
の
構
造
(
お
分
)
A
1
1
3
0
1

②
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
の
作
成
(
穿
)
A
'
1
3
0
2

「
法
人
税
の
し
く
み
と
申
告
実
務
」

①
所
得
計
算
の
基
本
(
お
分
)

②
確
定
申
告
書
の
書
き
方
(
お
分
)

A
I
1
6
0
1
 

A
t
1
6
0
2
 



「
だ
れ
に
も
わ
か
る
簿
記
の
仕
組
み
」

①
日
常
の
簿
記
(
加
分
)
j
E
E
-
-
j
a
A
1
1
9
0
1

労
務
・
人
材
教
育

「
自
分
を
活
か
す
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

①
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
(
自
分
)

②
自
分
な
ら
で
は
の
仕
事
を
生
む
(
自
分
)

③
自
分
の
領
域
を
拡
げ
る
(
自
分
)
・
:

④
夢
を
仕
事
に
す
る
(
部
分
)

⑤
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
よ
う
(
自
分
)

c
'
1
6
0
1
 

c
'
1
6
0
2
 

C
1
6
0
3
 

C
1
6
0
4
 

c
t
1
6
0
5
 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
l

「
島
田
紳
助
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
や
!
」
(
自
分
)
D
'
0
4
0
1

⑤④③②①基

:言*c "2五亘皇
;配 j儀 とし1君点
りー・'ぱ~ ;6士
マ.づど轡 E

JL¥ :ナ.か=~ニ
:聖 j止ト1暑を度
り・一 一え考白
;ををる~思
を・考 考(⑤吊
j考;ええ 1，5i5荏
ーえ・る る¥'i量
る羽田姿
15 15さき勢

15" ¥ " ¥をI? '¥" I? 2'0 I? 20 I? I?晋
o ::>n 0 伶 o7干o0 、j
5 分 5~5~5 5安
o ~ 0 0 0 0 T 
5 4 3 2 1 '-

構

報

ー「

⑦(i)あ
希:義思
索:事た
:冨ち予
.国:簡砿
苧;単2
季:検イ

:議:雪Z
.量;墓 l
.ブ:本ネ
| チツ

:長う上
長 3素
H索 Hクの
o術 o 達
5 -;-コ 523人
o .!，￥ O万一
2~1~ 

「
こ
れ
だ
け
は
守
り
た
い
!
パ
ソ
コ
ン
マ
ナ

l
入
門
」

①
パ
ソ
コ
ン
マ
ナ
の
基
本
(
自
分
)
H
1
0
6
0
1

②
電
子
メ
l
ル
の
上
手
芯
使
い
方
(
自
分
)
H
'
0
6
0
2

「w
o
r
d
2
0
0
0講
座
」

①
w
o
r
d
の
基
本
操
作
(
印
分
)
・

H
f
1
0
0
1

②
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
(
印
分
)
・

H
I
1
0
0
2

③
表
の
作
成
と
よ
り
高
度
な
編
集
機
能
(
切
さ

H
1
1
0
0
3

④
表
現
力
の
あ
る
文
章
を
作
ろ
う
(
印
分
)
H
'
1
0
0
4

「E
x
c
e
l
2
0
0
0講
座
基
礎
編
」

①
E
x
c
e
l
2
0
0
0を
使
っ
て
み
よ
う
(
印
分
)

H
E
-
-
0
1
 

②
表
計
算
機
能
(
印
分
)
-
a
e
o
-
-
'
H
I
-
-
0
2

③
グ
ラ
フ
機
能
(
印
分
)
a
a
-
-
H
I
-
-
0
3

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
(
印
分
)
・
・
・

H
'
1
1
0
4

④③②① E 
マ ピグ表 X
;ク ボラ計 c
口 ツフ算e
;機 土機機 l
:能 ア能能 2

:点占(2R
T ル ~~ñ
~与(:!..，~語

:Y示:座
トr-応
、+グ里
佳 フ・ー問

H吏Hフ H H 
1印c:n i i 
2 !2 2孫 22 
o 0 ~ 0 0 
4 3 2 1 

④③②① A 
レ ク・子 AC 
-ポ主・ 1己c
L-リブ C e 
燥.の.ル eS 
自信 ;3 : 機 s ~ 
と用:能 sg 
主.とのの u
V.) フ詳概 U
-供・ォ;細要。
話と講
罰・ム ク55庚
ti :機工分ー
;寵;能議了
日 60 能
Z王'tS.H ~U H 

888努B
o 0 0 ~ 0 
432  

③②①望
禁腰・ス坦
煙痛 ト職
ーレ場

分肩・ス
煙こ と健
(り・自康
18・ 律づ
持頭;神く
じ痛経P

4ニニJ

18 詞リ
分症L

f、L

J J J E 
000  
222  
000  
3 2 1 

「
新
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

①
大
切
な
心
の
健
康
(
自
分
)
・
4

②
部
下
の
異
変
に
気
づ
い
た
ら
(
但
分
)
l
d
n
U
つ
d
n
U
4
1

l
u

，n
u
q
d
n
u
内
ζ

「V
D
T
・
パ
ソ
コ
ン
作
業
の
疲
労
回
復
法
」

①
ひ
と
り
}
台
時
代
の
健
康
管
理
(
自
分
)
J
1
0
4
0
1

②
テ
ク
ノ
ス
ト
レ
ス
と
心
の
疲
労
回
復
(
四
分
)

，d1
n
U
凋
斗

n
U
門
〆
』

-以下の必要事項をご記入のうえFAXIこてお申込み
ください。

①加入法人会名(町田法人会)

喧担当者名 ⑧送付先住所
⑤電話番号 .FAX番号 ⑥希望ビデオ番号
(タイトル名の後ろにあるビデオ番号をお書きください。)

①資金繰りの基本(30分) ・ Ä'~636ï"":
この部分を記入一一一=孟j

・貸出本数 1固につき5本まで
・貸出期間 2週間
・送 料 無料(返送時につきましてはご負担ください)

②会社名

E ~!，:(IJc~Jcl--r~lìir~ 
'"設東京法人会連合会
TEL 03 (3357) 0771側
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同
開
閤
同
凶
園
開
岡
国
回
開
闇

税
制
而
か
ら
の
師
履
か
な
さ
れ
る
!

平
成
十
六
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
関
係
税
制
に
つ
い
て
、
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の
軽
減

特
例
の
拡
充
、
非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
税
率
引
き
下
げ
等
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
事
業

承
継
お
よ
び
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
す
。

‘
，
中
小
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の

a司
軽
減
特
例
の
拡
充

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
「
特
定
事

業
用
資
産
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
課

税
価
格
の
計
算
の
特
例
」
の
う
ち
、

中
小
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価

格
の
特
例
の
対
象
と
な
る
中
小
同
族

株
式
等
の
価
額
の
上
限
が

一
O
億
円

(
改
正
前
三
億
円
)
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
族
会
社
の
発
行

済
み
株
式
等
の
総
数
の
三
分
の
二
以

内

(
一
O
億
円
を
限
度
)
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
株
式
の
相
続
税
の

課
税
価
格
が

一
O
%
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

同
軽
減
特
例
を
受
け
る
に
は
以
下

の
三
つ
の
適
用
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(
適
用
要
件
)

①
そ
の
同
族
会
社
の
発
行
済
み
株
式

等
の
総
額

(相
続
税
評
価
額
)
が

二
O
億
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
同
族
関
係
者
の
持
ち
株
割
合
が
五

O
%超
で
あ
る
こ
と
。

③
被
相
続
人
の
親
族
で
あ
る
相
続
人

が
引
き
続
き
そ
の
同
族
会
社
株
式

を
有
し
、
か
っ
、
役
員
と
し
て
そ

の
会
社
の
経
営
に
従
事
し
て
い
る

こ〉」
。

こ
の
改
正
は
、

平
成
十
六
年

一
月
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一
日
以
後
の
相
続
ま
た
は
遺
贈
(
相

続
時
精
算
課
税
に
か
か
る
贈
与
を
含

み
ま
す
)
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に

か
か
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

{
参
考
}

「
特
定
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
の

相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例
」

の
内
容
こ
の
特
例
に
は
、
以
下
の
三
種
類

が
あ
り
、
納
税
者
の
選
択
適
用
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、

選
択
し
た
特
例
の
適
用
部



分
が
そ
の
特
例
の
上
限
に
満
た
な
い

場
合
、
そ
の
満
た
な
い
割
合
分
ま
で

他
の
特
例
と
の
併
用
が
可
能
で
す
。

①
小
規
模
宅
地
等
に
つ
い
て
の
相
続

税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例

次
の
宅
地
等
の
謀
税
価
格
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

-
事
業
用
の
宅
地
等

(
事
業
継
続
・
・
四
O

O
ば
ま
で

八
O
%
減
、
そ
の
他
・

・
二
0
0

ば
ま
で
五
O
%
減
)

-
居
住
用
の
宅
地
等

(
居
住
継
続
・
・
二
四
O
ば
ま
で

八
O
%
減
、
そ
の
他
・・

二
0
0

ば
ま
で
五
O
%
減
)

②
取
引
相
場
の
な

い
株
式
等
の
相
続

税
の
課
税
価
格
の
減
額
措
置

-
特
定
の
中
小
同
族
会
社
の
株
式

の
課
税
価
格
を

一
O
%
減

③
森
林
施
業
計
画
区
域
内
の
山
林
の

相
続
税
の
課
税
価
格
の
滅
額
措
置

・
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
施
業

さ
れ
て
い
る
立
木
ま
た
は
土
地

等
を
五
%
減

。
相
続
し
た
非
上
場
株
式
等
を
発
行
法
人
に
譲
渡

し
た
場
合
の
み
な
し
配
当
課
税
特
例
の
創
設

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
相
続
で
取

得
し
た
非
上
場
株
式
を
相
続
税
納
付

の
た
め
、
そ
の
発
行
会
社
に
譲
渡
し
た

酒田園

資
本
金
等
に

あ
た
る
部
分

留
保
利
益
に

あ
た
る
部
分

場
合
、
留
保
利
益
に
あ
た
る
部
分
に

つ
い
て
み
な
し
配
当
課
税
は
行
わ
れ
ず
、

(
附

凶
凶
州
)

(
阿
国
凶
り

株
式
譲
渡
益

ヘ
申
告
分
離
課
税
J

fm
%

」

み
な
し
配
当

ヘ総
合
課
税
最
高
J

fm
%

」

課
税
さ
れ
な
い

9 

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
六
年
四
月
則

一
日
以
後
の
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
ー

た
非
上
場
株
式
を
同
日
以
後
に
譲
渡
叩

す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
附

り
ま
し
た
。

乱連

非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

い

税
率
の
引
き
下
げ

市

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
六
年

一
月

一

一
日
以
後
に
行
う
株
式
等
の
譲
渡
に

十

よ
る
所
得
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ

肘

と
に
な
り
ま
し
た
。

崎

聞のてっ
訂
Pの女

N 0 . 8 3 

譲
渡
所
得
課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
取
り
扱
い
は
、
相
続
税
の
申

告
期
限
後
三
年
以
内
の
譲
渡
に
限
り

ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
投
資
や
事
業
承
継
に
も
配
慮
し
、

非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に

お
け
る
譲
渡
所
得
金
額
に
か
か
る
税

率
が
以
下
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

f麦
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お知らせ都税事務所

法人事業税の「外形標準課税に関するQ&AJを作成しました
f? C 3 r m O n 

.外形標準課税の概要について

.外形標準課税に関するQ&A

東京都主税局ホームページ

法人事業税については、資本金1億円超の法人

を対象とする外形標準課税が創設され、平成16

年4月1日以降開始事業年度から適用されてい

http://www.tax.metro.tokyo.jp/ 

[参考1
・「地方税法改正分Jr取扱通知」等について
→総務省ホームページhttp://www.soumu.go.jp/

ます。

このたび、東京都主税局では「外形標準課税に

関する Q&AJを作成し、主税局ホームページに

掲載していますのでどうぞご覧ください。

TEL: 0462-44-1115 (タイヤルイ ン)

外形担当

八王子都税事務所

または

東京都主税局課税部法人課税指導課法人事業税係

TEし・03-5321-1111 内線 22-258~260 ・ 269

法人事業税係

長
崎
佐
世
保
の
小

6
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
事
件
は
イ
ン

タ
ー
ネ
y

卜
で
の
チ
ャ
ッ

卜
が
殺
意
の
発
端
で
し
た
。
生

身
の
付
き
合
い
が
薄
れ
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

の
無
機
質
な
や
り
と
り
が
誤
解
・
曲
解
を
生
む
。
人
が
面

と
向
か
っ
て
会
話
す
る
、
生
身
で
意
思
疎
通
を
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

生
身
の
対
話
と
い
え
ば
そ
の
究
極
は
座
禅
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
曹
洞
宗
の
大
本
山
福
井
県
、
永
平
寺
住
職
宮
崎
禅
師

(
胤
歳
)
は

日
歳
か
ら
毎
日
、
病
床
で
も
欠
か
さ
ず
座
禅

を
続
け
て
い
ま
す
。
師
は

「
禅
と
は
、
真
理
を
も
と
め
て
己

と
向
き
合
う
こ
と
」
と
説
き
ま
す
が
他
者
と
の
生
身
の
付

き
合
い
と
同
時
に
、
毎
朝
毎
晩

3
分
で
も

5
分
で
も
良
い

か
ら
自
分
と
生
身
の
付
き
合
い
を
い
つ
も
し
な
さ
い
、
つ

ま
り
座
禅
を
し
な
さ
い
と
仰
い
ま
す
。
腰
か
ら
頭
ま
で
ま
っ

す
ぐ
に
座
れ
ば
こ
こ
ろ
も
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
。

3
、
5
0
0
社
の
町
田
法
人
会
員
に
働
き
か
け
た
結
果
、

ホ
l
ム
ペ

1
ジ
へ
の
掲
載
申
し
込
み
が
訂
件
、
そ
の
う
ち

自
社
ホ

l
ム
ペ

1
ジ
へ
の
リ
ン
ク
希
望
が

M
件

(
8
月
ロ

日
現
在
)
。

絶
望
的
に
少
な
い
件
数
で
す
が
、
無
機
質
な
通
信
手
段

よ
り

"
生
身
の
つ
き
あ
い
“
を
考
え
る
と
き
、

こ
れ
は
む

し
ろ
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
感
じ

て
し
ま
う
昨
今
で
す
。

(三
縞
)
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発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町団法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ htlp:llwww.hojinkai-machida.or.jp 

Eメル official@hojinkai-machida.or.jp

東法違・都内法人会の会員専用ページ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の担断掲載を禁じます。
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法人会会員のみなさまに

経営者大型総合保障制度

努炉長期総合型L
(大同生命の定期保険 ・AIUの長期情書保険)

〈制度取扱会社〉

時雲、弘

、，'..，. 約三万
D~/DO 大同生命 'AllY AIU開制

多摩支社町田宮雛所/ 西東京支盾/八王子市旭町10-3
町田市中町1-1-16C東京建物町田ピル8F) 安嶋中央ピル3F)

TEL 042-722-5756 TEL 0426-44-3151 

0ご加入に標しては.所定のパンフレyト・ご契約のしおりを必ずごらんください.
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[3kmo3時間]

ここが境川の始まり。

湘南の海まで長い旅力、

続きます。

町田で一番高い

山。標高365mな

ので、一年山とも

呼はれています。

記念館には、詩集や絵画などが保存されており、重

吉の碑「素朴な琴」もあります。EZ置冨E霊冨
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